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※実行委員会は、大会開催までの間、その理念・開催趣旨を

体現した大会となるよう更なる検討及び調整を行うものとし、

必要に応じ、本計画の内容に追加、変更、削除等を行うこととする。



第１章 開催概要
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◼ 大会名称

◼ 大会期間

◼ 開催地

◼ 主催者

◼ 行事概要

◼ 関連行事
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第１０回「山の日」記念全国大会岐阜 in 飛騨高山

令和８年８月１０日（月）から１１日（火・祝）

※関連行事は別途

岐阜県高山市

※関連行事は県内各地域で開催

第１０回「山の日」記念全国大会実行委員会

（１）歓迎レセプション

（２）記念式典

（３）歓迎フェスティバル

日 時 令和８年８月１０日（月）１７時～１８時３０分
会 場 高山市（高山グリーンホテル 桜凛閣１階 瑞祥）

内 容 地元食材や郷土料理で式典招待者をお迎えするレセプション
参加者 １００～１５０名

日 時 令和８年８月１１日（火・祝）９時３０分～１１時３０分

会 場 高山市（高山市民文化会館 大ホール）

内 容 トークショー、山鐘、「山の日の歌」合唱、山の日帽の引継ぎ 等

参加者 ７００～８００名（うち一般参加者３００名程度）

（１）参加者向け催事

（２）乗鞍岳登山ツアー等

（３）冠行事

日 時 令和８年８月１１日（火・祝）１０時～１７時

会 場 高山市（高山市民文化会館講堂、小ホール等及び高山駅西交流広場）

内 容 林業・自然体験、山岳観光、飲食、物販、ステージイベント 等

参加者 約３,０００名

日 時 令和８年８月１０日(月）、１１日（火・祝）

内 容 乗鞍岳、新穂高や飛騨高山の古い町並を楽しむツアー
 

日 時 令和８年９月１２日（土）ほか
内 容 岐阜県出身の山の日アンバサダーである登山 Youtuber「かほ」氏と行く

乗鞍岳登山ツアー 等

日 時 令和８年４月～１２月
内 容 山岳観光、森林空間活用イベント 等 ※県各部局、市町村等主催

１ 大会概要



◼ 行事等の概要

記念式典（８/１１）
高山市民文化会館

歓迎レセプション（８/１０）
高山グリーンホテル

歓迎フェスティバル（８/１１）
高山市民文化会館・高山駅西交流広場

１ 大会概要
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■第１０回「山の日」記念全国大会実行委員会

役職 構成団体 職名 氏名

名誉顧問 公益財団法人全国山の日協議会 会長 谷垣 禎一

顧 問

超党派「山の日」議員連盟
公益財団法人全国山の日協議会

最高顧問
副会長

衛藤 征士郎

公益財団法人全国山の日協議会 評議員 勝野 哲

会 長 岐阜県 知事 江崎 禎英

副会長
公益財団法人全国山の日協議会 副会長 務台 俊介

高山市 市長 田中 明

委 員

警察庁 長官官房審議官 （生活安全局担当） 服部 準

消防庁 国民保護・防災部長 門前 浩司

文部科学省 社会教育振興総括官 神山 弘

スポーツ庁 スポーツ総括官 大杉 住子

林野庁 森林整備部長 齋藤 健一

国土交通省 水管理・国土保全局砂防部長 國友 優

観光庁 審議官 田中 賢二

環境省 自然環境局長 堀上 勝

公益財団法人全国山の日協議会 理事長 梶 正彦

監 事 岐阜県 会計管理者 工藤由理香

高山市 会計管理者 村田 景子

２ 推進体制



日本は、北海道から九州に至るまで背骨のように山脈が連なり、国土の約７割を山地と丘陵地が
占める世界有数の山岳国家です。これら山々の多くは、森林で覆われ、木材や食材の生産、生物多
様性の維持、水源、土砂災害防止、酸素の供給など、私たちの暮らしを支える上で欠かせない存在
です。

１６番目の国民の祝日として制定された「山の日」は、こうした山に親しむ機会を得て、その恩恵に
感謝する日とされており、この祝日が始まった平成２８年から、この趣旨の浸透を図ることを目的に、
「山の日」全国大会が各地で開催されてきました。

こうした中、令和８年度の第１０回「山の日」記念全国大会を岐阜県高山市で開催することとなりま
した。

岐阜県は、日本のほぼ中央に位置し、「岐阜県民の歌」で「岐阜は木の国山の国」と謳われ、全国
第二位の森林率を誇る森林県です。

岐阜県の飛騨地域には、日本に２１ある３千メートルを超える山々のうち９つが位置しており、高山
市からは、東に槍ヶ岳、穂高連峰、乗鞍岳などの飛騨山脈（北アルプス）、西に白山、南に御嶽山を
望むことができます。

古くから、この山々を源とする清流と豊かな森林によって育まれた飛騨の木工芸、美濃和紙、関の
刃物、東濃の陶磁器などの匠の技、日本三大美祭に数えられる高山祭、千有余年の歴史を誇る鵜
飼などの伝統文化が受け継がれるなど、山の恵みを享受しながら生活を営んできました。

しかし、近年、成熟しても伐採されない森林や手入れが行き届かない森林、所有者不明の森林が
増加し、災害防止や地球温暖化・エネルギー対策の面からも対策が急務となっています。また、森
林空間が持つ多様な価値を、健康、観光、教育など多方面で活用し、私たちの生活や人生を豊かに
することが一層求められています。

第１０回「山の日」記念全国大会では、岐阜県の山の魅力や恵みを広く発信することはもとより、こ
うした諸課題への対応策について提言することで、山への感謝を行動に移す契機となる大会として
いきます。

7

３ 開催趣旨



■大会テーマ

■大会共通テーマ

■大会統一ロゴマーク

「山と共に ～人と自然がつながる社会へ～」

「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」という「山の日」制定の趣旨に対する関心を高め、
浸透を図ることで「山と人」との関わり方を見つめ直す機会とする。

＜デザイン趣旨＞
・岐阜県の３千メートル級の山々と、そこを源とする
清流、県花「れんげ草（げんげ）」、県鳥「ライチョウ」、
県木「イチイ」、県魚「あゆ」、飛騨高山を象徴する
「さるぼぼ」など、本県の豊かな自然の恵みを円状
に配置

⇒「木の国 山の国」の恵みと、それを未来へつない
でいく想い（大会テーマ）を表現

■ロゴマーク

大会を象徴し、国内外に効果的に発信するため

のロゴマークは、大会理念の重要なテーマの一つ

である「山と子供たちとの関わり」に焦点をあて、

第１回大会開催地の地元、長野県松本市立安曇、

大野川、奈川小学校の児童が協力しあって、

楽しみながらひとつのロゴマークをつくる

ワークショップを行いモチーフを切り絵で作成、

プロのデザイナ ー監修により色彩豊かな「山の未

来」を想像させるマークが完成。

４ 大会テーマ・ロゴマーク
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第２章 記念式典等行事計画
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■コンセプト

■概要

■内容

地域の伝統芸能、地元食材・郷土料理で全国からの参加者をお迎えするとともに、

岐阜県・飛騨高山の魅力を発信する場とする。

〇受付

・大会PR動画

・協賛企業PR動画ほか

〇歓迎アトラクション

・谷口裕和氏（高山市出身、映画「国宝」舞踊指導）による舞踊披露

〇開宴の言葉（２分）

・実行委員会副会長（公益財団法人全国山の日協議会副会長）

〇主催者挨拶（３分）

・実行委員会会長（岐阜県知事）

〇乾杯（２分）

・岐阜県議会議長

〇御懇談

〇飛騨の祝い唄「めでた」

〇次期開催地挨拶（各３分）

・香川県知事

・高松市長

〇終宴の言葉（２分）

・実行委員会副会長（高山市長）

１ 歓迎レセプション

〇日時 令和８年８月１０日（月）１７時～１８時３０分

〇会場 高山グリーンホテル 桜凛閣１階 瑞祥

〇形式 立食・ビュッフェ

〇料理 飛騨牛、鮎等の岐阜県産食材を活用した郷土料理、地酒 等

〇参加者数 １００～１５０名程度



11

■会場レイアウト(案)

１ 歓迎レセプション



■コンセプト

■概要

■内容

12

岐阜県の山や自然の魅力や恵みを広く発信するとともに、伐採適齢林や所有者不明林の増加、

地球温暖化・エネルギー対策、森林空間の活用といった山に関する諸課題への

対応策について提言する場とする。

〇オープニング

・大会PR映像（３分程度）放映

〇山鐘（８点鐘）

・地元の小中学生（緑の少年団、ボーイスカウト、ガールスカウト）

〇開会の言葉（２分）

・実行委員会顧問（超党派「山の日」議員連盟最高顧問・公益財団法人全国山の日協議会副会長）

〇国歌斉唱

〇主催者挨拶（３分）

・実行委員会会長（岐阜県知事）

〇歓迎挨拶（３分）

・実行委員会副会長（高山市長）

〇祝辞（ビデオメッセージ）（３分）

・実行委員会名誉顧問 （公益財団法人全国山の日協議会会長）

〇来賓挨拶（各３分）

・環境大臣

・林野庁長官

・超党派「山の日」議員連盟会長

〇日 時 令和８年８月１１日（火・祝）９時３０分～１１時３０分

〇会 場 高山市民文化会館 大ホール

〇参加者 ７００～８００名（うち一般参加者３００名程度）

〇司会者 透 千保 フリーアナウンサー

２ 記念式典
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〇トークショー

・飛騨高山高校 環境科学科３年生

・長野 麻子 （株）モリアゲ代表

・井上 博成 飛騨五木ホールディングス（株） 企画研究室室長/学校法人CoIU 理事長

・林 千晶 （株）飛騨の森でクマは踊る取締役会長/（株）Q0 代表取締役社長

・三宅佳奈恵 きこりかあちゃん/林業従事者

・江崎 禎英 岐阜県知事

〇「山の日の歌」合唱

・高山少年少女合唱団ほか

〇リレーセレモニー

・次期開催地へ「山の日帽」の引き継ぎ

・次期開催地挨拶（各３分）

香川県知事・高松市長

〇閉会の言葉（２分）

・実行委員会副会長（公益財団法人全国山の日協議会副会長）

〇山鐘（１１点鐘）

・地元の小中学生（緑の少年団、ボーイスカウト、ガールスカウト）

２ 記念式典

長野麻子氏 井上博成氏 林 千晶氏 三宅佳奈恵氏 江崎禎英飛騨高山高校



■会場レイアウト（案）

２ 記念式典
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■コンセプト

林業・自然体験、山岳観光、飲食、物販、ステージイベントなど、世代を超えて楽しめる場とする。

〇日 時 令和８年８月１１日（火・祝）１０時～１７時

〇会 場 高山市民文化会館講堂、小ホール等（屋内）及び高山駅西交流広場（屋外）

〇来場者 約３,０００名

■概要

①林業・自然体験コーナー

・バーチャルチェーンソーなど森林活動が体験できるＶＲシミュレーター

・ヒノキ丸太伐り体験、アロマ体験（飛騨高山高校）

・新エネルギー「バイオコークス」製造体験・展示車両出展

・林業や山の暮らしを描いたドキュメンタリー映画「木樵（きこり）」上映

・きこりかあちゃんの森林ワークショップ

②山や自然の魅力発信コーナー

・登山家講演会（辰野 勇 (株)モンベル代表取締役会長）

・県アウトドア観光キャンペーン

・中部山岳国立公園、御嶽山国定公園等の魅力発信

・県内市町村・全国各地の山岳観光の魅力発信

・山岳映画上映（飛騨山岳会）

③お祭り・賑わいコーナー

・岐阜の魅力が詰まった物販、飲食、キッチンカー出店

・ステージイベント（古戦場おもてなし武将隊 関ケ原組、八代目濃姫）

・お笑いライブ（飛騨・美濃観光大使「流れ星☆」）

・協賛企業ブース

④お楽しみ企画

・各コーナーを周って楽しむスタンプラリー

・豪華アウトドアグッズなどが当たるワクワク抽選会

３ 歓迎フェスティバル
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■内容



■会場レイアウト（案）

３ 歓迎フェスティバル
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■コンセプト

１ 山麓五色ヶ原の森散策

日 時 ８月１０日（月） １１：３０～１７：３０ （６時間）

定 員 ２０名（最少催行人数６名）※ジャンボタクシー又はマイクロバス活用

料 金 １０，０００円/人

内 容 １１：３０ 高山駅発

１３：３０～１６：１５ 山麓五色ヶ原の森３時間散策（ガイドツアー）

１７：３０ 高山駅着

２ 新穂高ロープウェイと散策

日 時 ８月１０日（月） ８：００～１４：４０ （６時間４０分）

定 員 ２０名（最少催行人数６名）※ジャンボタクシー又はマイクロバス活用

料 金 １２，０００円/人

内 容 ８：００ 高山駅発

９：３０ 新穂高ロープウェイにて西穂高駅へ

１０：２２～１１：４５ 駅周辺を自由散策

１２：０４ 新穂高ロープウェイで下山

１２：３０～１３：３０ 平湯（昼食）

１４：４０頃 高山駅着

３ ガイドさんと高山街歩き

日 時 ８月１１日（火・祝） １３：３０～１５：４０ （２時間１０分）

定 員 ３０名（最少催行人数６名）

料 金 ３，０００円/人（入場料含む）

内 容 １３：３０ 高山市民文化会館又はＪＲ高山駅発

１３：４５～１４：１５ 高山国分寺

１４：１５～１５：２０ 屋台会館

１５：２０～１５：４０頃 古い町並（高山陣屋にて説明後解散）

岐阜県の豊かな自然をお楽しみいただくよう県内各地を大会前後に周遊するおすすめコース、

観光地を幅広く紹介するとともに現地発着ツアーを実施する。

○現地発着ツアー概要

■内容

４ 参加者向け催事
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〇乗鞍岳登山ツアー等

・岐阜県出身の山の日アンバサダーである登山 Youtuber「かほ」氏と行く乗鞍岳登山ツアー 等

（令和８年９月１２日（土）ほか）

〇冠行事

＜主な行事＞

・ぎふの山に親しむ月間イベント（８月／「ぎふ木遊館」他 県内各地）

・ぎふ森フェス２０２６（秋／県内各地）

・中部山岳国立公園、御嶽山国定公園・小坂の滝めぐりへの誘客キャンペーン

・アウトドア観光キャンペーン（夏頃～）

・松本高山BigBridge構想に基づく連携事業

（信飛トレイルガイドツアー、（仮称）乗鞍岳五ノ池ガイドサミット 等）

・トヨタ白川郷自然學校の関連アクティビティ

・乗鞍岳エコツアー

岐阜県内各地において、春から秋にかけて地域の豊かな自然を楽しむ催事を幅広く開催する。

■コンセプト

５ 乗鞍岳登山ツアー等/冠行事

18

■内容



第３章 広報・協賛計画
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■基本方針

大会開催内容を既存ツールを活用し効果的かつ多角的に情報発信を図る。

■内容

○実行委員会構成機関（公益財団法人全国山の日協議会、岐阜県、高山市、その他関係省庁）の

保有する既存の広報媒体や広報ツールを最大限に活用。

○8月までに開催される山・アウトドア関連の催事等においても積極的に広報活動を展開。

■広報制作物

チラシ・ポスター のぼり

１ 広報計画
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一般参加者募集チラシ

１ 広報計画
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■協賛金募集計画

大会開催趣旨に賛同いただける企業や個人、団体に対し、広く協賛を募り、

「山の日」の意義の普及啓発と岐阜大会の魅力発信へとつなげる。

２ 協賛金募集計画
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